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E重量 ... 盈璽
第7田和漢薬研究所研究発表会
平成14年 5 月 14 日，共同利用棟 6 階大会議室において和漢薬研究所全職員が参加して研究発表会が開催され
た。全職員が研究活動内容（29演題）を発表し活発な質疑応答が行われた。以下に発表会のプログラムを記
す。
1. 所長あいさつ（9 : 00 -9 : 10) 
2. 化学応用部門（9 : 10-10 : 15) 
1) 2001年度の調査，研究活動概略
2 ）東南アジア産 Orthosiphon stαmine us の成分研究
3 ) Phytocchemical Analysis of the Wood of T似usyunnanensis and 
Isolation of New Taxane Diterpenoids 
4 ) Dioscorea septemlo ba の抗骨組懸症活性成分について
3. 漢方薬学部門 (10 : 15~ 10: 45) 
1 ）資源開発部門から漢方薬学部門へ
2 ) Capillary Electrophoresis を用いたオウゴン分析法の開発および
野生品と栽培品の比較
4. 病態生化学部門 (10: 45~ 11 : 30) 
1 ）病態生化学部門の研究紹介
2 ）炎症性疾患とNF－ κB活性化
3 ）肺癌のリンパ節転移に関与するケモカインとそのレセプターの
探索及び冶療への応用
5. 臨床利用部門（11 : 30~ 12 : 00) 
1 ）小学生への DHA 投与と攻撃性－ 166名での二重盲検試験の結果
2) EPA 投与は RLP－コレステロールを低下させる（二重盲検試験）
3 ）漢方は lipid mediators を in vivo で低下させるか
6. 生物試験部門 (13: 00~ 14: 00) 
1 ）釣藤散および釣藤鈎の実験薬理：高血圧及び脳虚血に対する作用（2)
2 ）長期隔離飼育ストレスによる脳内ニューロステロイド生合成系障害
GABA-A 受容体作動薬の薬効の制御
3 ）慢性虚血ラット脳中で発現増大する新規因子 vof-16 vof-21 の全長解析
4) 記憶学習機能に影響する薬物の薬効評価法の検討
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7. 薬効解析センター（14: 00~ 14: 45) 
1) Rheum 属植物の遺伝子多形と大黄の品質
2 ）研究の 2 つの stand point～神経細胞の機能解明／伝統薬物の薬効解析
3 ) Saponins from Ginseng drugs and their neurite outgrowth activity 
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8. 漢方診断学部門 (14: 45~ 15 : 45) 
1 ）漢方研修実績報告及び煎出時の生薬吸水量に関する研究
2 ）更年期障害に対する漢方治療の効果について
3 ）高血圧に対する桂枝夜苓丸の効果に関する研究
4 ) Base excision repair (BER) is enhanced by the overexpression of DNA polymerase 
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beta and the addition of BER genes to young mice 
9. 薬物代謝工学部門 (15 : 45~ 17 : 00) 
1 ）薬物代謝工学部門の現状と将来
2 ）酸化ストレス疾病予防に関する研究
3 ）生体分子と薬物との相互作用に関する研究
4) 天然薬物を基原とする抗エイズウイルス薬の開発研究
ーホルボール類の抗 HIV 作用とヒト腸内細菌による代謝について－ 中村憲夫｛目技
5) Phytochemical Studies of the Roots of Sinocrassula asclepiadea & Development 
研究機関研究員 静越of an EIA for 12-0-Acetylphorbol-13-decanoate 
恒常性機能解析部門（17 : 00~ 17 : 15) 
ヒト肝グルクロン酸ならびに硫酸転移酵素による植物エストロゲンの抱合反応
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